
 

 

 

                               

 
 

２０２６．１０．１３ （一社）札幌地区サッカー協会 キッズ委員会 

１０月７日（水）に「社会福祉法人 星置ピノキオ認定こども園」へ訪
問をさせていただきました。風がやや強い日ではありましたが、秋晴れの
空のもと、年中児１９名、年長児１５名のキッズのみなさんと一緒に、運
動遊びやサッカーを楽しく行わせていただきました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 音楽に合わせて、２階から登場したキッズたち。とてもかっこい

い入場となりました。年中さんのスタート前は、２階から「エイエ

イオー！」「がんばるぞー！」などの声が聞こえ、これから始まる活

動への期待と気合がしっかりと伝わってきました。 

 ボールを受け取り笑顔、

友達とボールを見せ合っ

こしても笑顔、シュートが

決まったら笑顔・・・と素

敵な笑顔全開で取り組ん

でくれたみなさんでした。

笑顔で取り組めることを

何よりも大切にしていき

たいと考えています。 

 マリオになりきってコインをたくさん出したり、ペンギンさんや

カニさんになってボールを運んだりと年長さんには、いろいろなも

のになりきって、ボールとなかよくなってもらいました。「ごっこ遊

び」の延長も「笑顔」が生まれる秘訣かなと思っています。 

 最後に年長のみなさんに、友達の前で感想を発表

してもらいました。みんな、「楽しかった。」と発表

してくれました。我々としては、とてもうれしい思

いでいっぱいでした。最後の最後まで、笑顔と元気

を伝えてくれたみなさんに、コーチたちは感謝の気

持ちでいっぱいでした。 

 「感情表現が苦手なのも個性」とは言いますが、う

れしいときや悔しいときに、思いを表出する機会を作

ってあげることで、キッズたちは、自己表現が上手に

なっていくものだと思っています。シュートが「入っ

た、入らない」、試合に「勝った、負けた」・・・など

感情があふれる場を設定し、様々な表現方法で伝えて

もらった思いを、コーチが一緒になって共感してあげ

ることは大事なことだと考えます。 


